
 

平成２９年１０月３０日 

総合政策局物流産業室 

 
 

標準貨物利用運送約款の改正について 
 
 

 

貨物自動車運送事業においては、適正運賃及び料金の収受を推進するため、すでに標

準貨物自動車運送約款等が改正され、運送の対価としての「運賃」及び運送以外の役務

等の対価としての「料金」を適正に収受できる環境が整備されたところです。 

今般、貨物自動車運送事業を利用して事業を行う貨物利用運送事業においても、同様

の改正を行うこととします。 

 
１．標準貨物利用運送約款の改正について  

標準貨物自動車利用運送約款及び標準鉄道利用運送約款について、以下のような

改正を行うことにより、運送の対価としての「運賃」及び運送以外の役務等の対価と

しての「料金」を適正に収受できる環境を整備します。  
（１） 運送状等の記載事項として、「積込料」、「取卸料」、「待機時間料」等の料金の具

体例を規定  
（２） 料金として積込み又は取卸しに対する対価を「積込料」及び「取卸料」とし、

荷待ちに対する対価を「待機時間料」と規定  
（３） 附帯業務の内容として「横持ち」等を明確化   等  

 
 
２．スケジュール  

告示の公布：平成２９年１０月３０日  
告示の施行：平成２９年１１月 ４日  

 

 

 

 

 【問い合わせ先】 

総合政策局物流産業室  担当：溝江、山浦、伊藤 

TEL：03-5253-8111（内線 25332）  直通：03-5253-8300 
FAX：03-5253-1559 

貨物利用運送事業における適正運賃及び料金の収受を推進するた

め、標準貨物利用運送約款の改正を行います。 


